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様式第１号 

 

宮城海区漁業調整委員会委員推薦申込書（団体推薦：漁業者委員） 

 

年  月  日 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次の者を推薦します。 

 

１．推薦を受ける者 

氏   名 宮城 太郎 区 分 漁業者委員 

住   所 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 漁業 

 

 

 

 

 

経   歴 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○漁業協同組合○○支所に所属 

青年漁業士となる 

青年漁業士から指導漁業士となる 

○○漁業協同組合○○支所○○委員長 

○○海区漁業調整委員会委員に就任 

 

②水産業に関する調査や活動実績について 

○○漁協○○支所に所属し、ホタテ、ホヤ、ワ

カメなどの養殖業の生産に取り組む。 

宮城県と連携し、養殖物における○○調査及び

○○の成育の試験研究に積極的に取り組み、 

生産した養殖物を活用して、１次産業（生産）、

２次産業（加工）、３次産業（販売）に携わり、

６次産業化に取り組み、その取組が○○で評価

され、○○賞を受賞。 

 

 

 

 

漁業経営状況 

 

 

① 漁業経営形態 （ 養殖又は漁船漁業専業 / 養殖と漁船漁業兼業 ） 

② 稼働日数   （年間○○○日） 

③ 漁獲対象魚種等（ ホタテなど） 

④ 漁獲量    （  ○○トン） 

⑤ 漁業の経験年数（   ○○年） 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

記載例 
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推 薦 理 由 

○○漁業協同組合○○支所の組合員として、ホタテなどの養殖業の生産に長年従

事しているとともに、県と連携し、ホタテなどの養殖生産物の試験研究調査に積

極的に取り組んできた。また、生産から加工、販売に取り組み、６次産業化を推

進し、○○で賞を受賞している。その後も、青年漁業士や指導漁業士を歴任し、

水産業の振興に取り組むとともに、○○漁業協同組合○○支所の○○委員長に就

任するなど、地元の中心・指導的な立場となり、○○の調整をするなど漁業調整

にも取り組んできた。そのため、宮城海区漁業調整委員として相応しいとされる

ことから、推薦いたします。 

 

２．推薦をする者 

団 体 名 ○○漁業協同組合                      印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

代 表 者 名 宮城 一郎 代表者の役職 ○○組合長 

電 話 番 号 ○○○○－○○－○○○○ 構成員の人数 ○○○人 

構成員たる資格 ○○○ 

目   的 ○○○ 

 

３．推薦を受ける者の同意 

（１）宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は、

事実に相違ありません。 

（２）宮城海区漁業調整委員会委員候補者として推薦を受けることに同意します。 

（３）申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

（４）申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

（５）反社会的勢力との関わりはありません。 

 

（自署欄） 令和○年○月○日    氏  名 宮城 太郎        印 
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様式第２号 

 

宮城海区漁業調整委員会委員推薦申込書（団体推薦：学識経験委員、中立委員） 

 

年  月  日 

 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次の者を推薦します。 

 

１．推薦を受ける者 

氏   名 宮城 太郎                区 分 

学識経験委員 

中立委員 

住   所 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

 

 

 

 

 

経   歴 

 

 

 

 

 

 

 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○研究所に所属。 

○○研究所部長に就任。 

○○研究所副所長に就任。 

○○研究所所長に就任。 

○○海区漁業調整委員会委員に就任。 

○○海区漁業調整委員会会長代理に就任。 

 

②水産業に関する調査や活動実績について 

○○研究所で水産業の振興のため、○○の研究

に取り組んだ。 

○○研究所で○○の研究に長年取り組み、その

研究内容が評価され、○○賞を受賞した。 

水産業（資源管理又は漁業経営）

に関する経験年数 

○○年 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

 

 

推 薦 理 由 

 

 

○○研究所に所属し、長年○○の研究に取り組み、○○地域において、○○の調

査研究を行い、○○を解明するなど、本県水産業の資源管理に携わってきた。ま

た、水産業に関する知識が豊富であり、○○海区漁業調整委員として、第○○期

に就任し、中立的な立場から意見が開陳された。このことから、宮城海区漁業調

整委員として相応しいとされることから、推薦いたします。 

記載例 
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２．推薦をする者 

団 体 名 ○○漁業協同組合                      印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

代 表 者 名 宮城 一郎 代表者の役職 ○○組合長 

電 話 番 号 ○○○○－○○－○○○○ 構成員の人数 ○○○人 

構成員たる資格 ○○○ 

目   的 ○○○ 

 

３．推薦を受ける者の同意 

（１）宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は、

事実に相違ありません。 

（２）宮城海区漁業調整委員会委員候補者として推薦を受けることに同意します。 

（３）申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

（４）申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

（５）反社会的勢力との関わりはありません。 

 

（自署欄） 令和○年○月○日    氏  名 宮城 太郎        印 
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様式第２号 

 

宮城海区漁業調整委員会委員推薦申込書（団体推薦：学識経験委員、中立委員） 

 

年  月  日 

 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次の者を推薦します。 

 

１．推薦を受ける者 

氏   名 宮城 太郎                区 分 

学識経験委員 

中立委員 

住   所 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

 

 

 

 

 

経   歴 

 

 

 

 

 

 

 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○協会理事長に就任。 

○○協会理事長を退職。 

○○海区漁業調整委員会委員に就任。 

○○海区漁業調整委員会会長代理に就任。 

②水産業に関する調査や活動実績について 

○○に関する研究に取り組み、○○地区の水産

業を普及に努めた。その取組が評価され、○○

を受賞した。 

本県における○○漁業と○○漁業の調整問題

に携わり、漁業調整に取り組んできた。 

 

水産業（資源管理又は漁業経営）

に関する経験年数 

○○年 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

 

 

推 薦 理 由 

 

 

長きにわたり水産行政に従事した経験から、○○に取り組み、○○漁業と○○漁

業の経営の安定等に尽力するなど、数多くの幅広い知識を有している。また、そ

の幅広い知識をもとに、冷静かつ的確、中立的な立場での意見が期待される。そ

のため、宮城海区漁業調整委員として、相応しいとされることから、推薦いたし

ます。 

 

記載例 
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２．推薦をする者 

団 体 名 ○○漁業協同組合                      印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

代 表 者 名 宮城 一郎 代表者の役職 ○○組合長 

電 話 番 号 ○○○○－○○－○○○○ 構成員の人数 ○○○人 

構成員たる資格 ○○○ 

目   的 ○○○ 

 

３．推薦を受ける者の同意 

（１）宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は、

事実に相違ありません。 

（２）宮城海区漁業調整委員会委員候補者として推薦を受けることに同意します。 

（３）申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

（４）申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

（５）反社会的勢力との関わりはありません。 

 

（自署欄） 令和○年○月○日    氏  名 宮城 太郎        印 
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様式第３号 

宮城海区漁業調整委員会委員推薦申込書（個人推薦：漁業者委員） 

 

年  月  日 

 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次の者を推薦します。 

 

１．推薦を受ける者 

氏   名 宮城 太郎                区 分 漁業者委員 

住   所 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電話番号  ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 漁業 

 

 

 

 

    

経   歴 

 

 

 

 

 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○漁業協同組合○○支所に所属 

青年漁業士となる 

青年漁業士から指導漁業士となる 

○○漁業協同組合○○支所○○委員長 

○○海区漁業調整委員会委員に就任 

 

②水産業に関する調査や活動実績について 

○○漁協○○支所に所属し、ホタテ、ホヤ、ワ

カメなどの養殖業の生産に取り組む。 

宮城県と連携し、養殖物における○○調査及び

○○の成育の試験研究に積極的に取り組み、 

生産した養殖物を活用して、１次産業（生産）、

２次産業（加工）、３次産業（販売）に携わり、

６次産業化に取り組み、その取組が○○で評価

され、○○賞を受賞。 

 

 

 

漁業経営状況 

① 漁業経営形態 （ 養殖又は漁船漁業専業 / 養殖と漁船漁業兼業 ） 

② 稼働日数   （年間○○○日） 

③ 漁獲対象魚種等（ ホタテなど） 

④ 漁獲量    （  ○○トン） 

⑤ 漁業の経験年数（   ○○年） 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

記載例 
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推薦理由  

○○漁業協同組合○○支所の組合員として、ホタテなどの養殖業の生産に長年従

事しているとともに、県と連携し、ホタテなどの養殖生産物の試験研究調査に積

極的に取り組んできた。また、生産から加工、販売に取り組み、６次産業化を推

進し、○○で賞を受賞している。その後も、青年漁業士や指導漁業士を歴任し、

水産業の振興に取り組むとともに、○○漁業協同組合○○支所の○○委員長に就

任するなど、地元の中心・指導的な立場となり、○○の調整をするなど漁業調整

にも取り組んできた。そのため、宮城海区漁業調整委員として相応しいとされる

ことから、推薦いたします。 

 

２．推薦をする者 

氏   名 宮城 一郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 漁業 

 

氏   名 宮城 二郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 漁業 

 

氏   名 宮城 三郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 漁業 

※推薦をする者がこの欄で不足する場合は適宜印刷して記入すること。 

３．推薦を受ける者の同意 

（１）宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は、

事実に相違ありません。 

（２）宮城海区漁業調整委員会委員候補者として推薦を受けることに同意します。 

（３）申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

（４）申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

（５）反社会的勢力との関わりはありません。 

（自署欄） 令和○年○月○日    氏  名 宮城 太郎        印 
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様式第４号 

 

宮城海区漁業調整委員会委員推薦申込書（個人推薦：学識経験委員、中立委員） 

 

年  月  日 

 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次の者を推薦します。 

 

１．推薦を受ける者 

氏   名 宮城 太郎                区 分 

学識経験委員 

中立委員 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

 

 

 

 

 

経   歴 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○研究所に所属。 

○○研究所部長に就任。 

○○研究所副所長に就任。 

○○研究所所長に就任。 

○○海区漁業調整委員会委員に就任。 

○○海区漁業調整委員会会長代理に就任。 

 

②水産業に関する調査や活動実績について 

○○研究所で水産業の振興のため、○○の研究

に取り組んだ。 

○○研究所で○○の研究に長年取り組み、その

研究内容が評価され、○○賞を受賞した。 

水産業（資源管理又は漁業経営）

に関する経験年数 

○○年 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

 

推 薦 理 由 

 

○○研究所に所属し、長年○○の研究に取り組み、○○地域において、○○の調

査研究を行い、○○を解明するなど、本県水産業の資源管理に携わってきた。ま

た、水産業に関する知識が豊富であり、○○海区漁業調整委員として、第○○期

に就任し、中立的な立場から意見が開陳された。このことから、宮城海区漁業調

整委員として相応しいとされることから、推薦いたします。 

記載例 
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２．推薦をする者 

氏   名 宮城 一郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

氏   名 宮城 二郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

氏   名 宮城 三郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 ※推薦をする者がこの欄で不足する場合は適宜印刷して記入すること。 

 

３．推薦を受ける者の同意 

（１）宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は、

事実に相違ありません。 

（２）宮城海区漁業調整委員会委員候補者として推薦を受けることに同意します。 

（３）申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

（４）申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

（５）反社会的勢力との関わりはありません。 

 

（自署欄） 令和○年○月○日    氏  名 宮城 太郎        印 
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様式第４号 

 

宮城海区漁業調整委員会委員推薦申込書（個人推薦：学識経験委員、中立委員） 

 

年  月  日 

 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次の者を推薦します。 

 

１．推薦を受ける者 

氏   名 宮城 太郎               区 分 

学識経験委員 

中立委員 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

 

 

 

 

 

経   歴 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○協会理事長に就任。 

○○協会理事長を退職。 

○○海区漁業調整委員会委員に就任。 

○○海区漁業調整委員会会長代理に就任。 

②水産業に関する調査や活動実績について 

○○に関する研究に取組、○○地区の水産業を

普及に努めた。その取り組みが評価され、○○

を受賞した。 

本県における○○漁業と○○漁業の調整問題

に携わり、漁業調整に取り組んできた。 

水産業（資源管理又は漁業経営）

に関する経験年数 

○○年 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

 

 

推 薦 理 由 

 

 

長きにわたり水産行政に従事した経験から、○○に取り組み、○○漁業と○○漁

業の経営の安定等に尽力するなど、数多くの幅広い知識を有している。また、そ

の幅広い知識をもとに、冷静かつ的確、中立的な立場での意見が期待される。そ

のため、宮城海区漁業調整委員として、相応しいとされることから、推薦いたし

ます。 

 

 

記載例 
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２．推薦をする者 

氏   名 宮城 一郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

氏   名 宮城 二郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

氏   名 宮城 三郎                            印 

住   所 宮城県仙台市○○ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 ※推薦をする者がこの欄で不足する場合は適宜印刷して記入すること。 

 

３．推薦を受ける者の同意 

（１）宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は、

事実に相違ありません。 

（２）宮城海区漁業調整委員会委員候補者として推薦を受けることに同意します。 

（３）申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

（４）申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

（５）反社会的勢力との関わりはありません。 

 

（自署欄） 令和○年○月○日    氏  名 宮城 太郎        印 
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様式第５号 

 

宮城海区漁業調整委員会委員応募申込書（漁業者委員） 

 

年  月  日 

 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次のとおり、確認事項に同意の上、応募します。 

 

氏   名 宮城 太郎               印 区 分 漁業者委員 

住   所 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 漁業 

 

 

 

 

 

経   歴 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○漁業協同組合○○支所に所属 

青年漁業士となる 

青年漁業士から指導漁業士となる 

○○漁業協同組合○○支所○○委員長 

○○海区漁業調整委員会委員に就任 

 

②水産業に関する調査や活動実績について 

宮城県漁協○○支所に所属し、ホタテ、ホヤ、

ワカメなどの養殖業の生産に取り組む。 

宮城県と連携し、養殖物における○○調査及び

○○の成育の試験研究に積極的に取り組み、 

生産した養殖物を活用して、１次産業（生産）、

２次産業（加工）、３次産業（販売）に携わり、

６次産業化に取り組み、その取組が○○で評価

され、○○賞を受賞。 

 

 

 

漁業経営状況 

① 漁業経営形態 （ 養殖又は漁船漁業専業 / 養殖と漁船漁業兼業 ） 

② 稼働日数   （年間○○○日） 

③ 漁獲対象魚種等（ ホタテなど） 

④ 漁獲量    （  ○○トン） 

⑤ 漁業の経験年数（   ○○年） 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

記載例 
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応 募 理 由 

 

 

○○漁業協同組合○○支所の組合員として、ホタテなどの養殖業の生産に長年従

事してきました。また、○○県と連携し、ホタテなどの養殖生産物の試験研究調

査に積極的に取り組み、その後も、青年漁業士や指導漁業士を歴任し、水産業の

振興に取り組んでまいりました。これまでの経験を生かし、宮城海区漁業調整委

員として本県の漁業に貢献したいことから応募いたします。 

 

確認事項 

１．宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は 

事実に相違ありません。 

２．申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

３．申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

４．反社会的勢力との関わりはありません。 
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様式第６号 

 

宮城海区漁業調整委員会委員応募申込書（学識経験委員、中立委員） 

 

年  月  日 

 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次のとおり、確認事項に同意の上、応募します。 

 

氏   名 宮城 太郎               印 区 分 

学識経験委員 

中立委員 

住   所 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

 

 

 

 

 

経   歴 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

平成○年○月○日 

 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○研究所に所属。 

○○研究所部長に就任。 

○○研究所副所長に就任。 

○○研究所所長に就任。 

○○海区漁業調整委員会委員に就任。 

○○海区漁業調整委員会会長代理に就任。 

 

②水産業に関する調査や活動実績について 

○○研究所で水産業の振興のため、○○の研究

に取り組んだ。 

○○研究所で○○の研究に長年取り組み、その

研究内容が評価され、○○賞を受賞した。 

 

水産業（資源管理又は漁業経営）

に関する経験年数 

○○年 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

 

応 募 理 由 

 

○○研究所に所属し、長年○○の研究に取り組み、本県水産業の資源管理に携わ

ってきました。長年、水産業に従事していることからこれまでの知識や経験を生

かし、本県の水産業に貢献したいことから応募いたします。 

 

 

記載例 
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確認事項 

１．宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は、 

事実に相違ありません。 

２．申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

３．申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

４．反社会的勢力との関わりはありません。 
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様式第６号 

 

宮城海区漁業調整委員会委員応募申込書（学識経験委員、中立委員） 

 

年  月  日 

 

宮城県知事 村 井 嘉 浩 殿 

宮城海区漁業調整委員会委員に次のとおり、確認事項に同意の上、応募します。 

 

氏   名 宮城 太郎               印 区 分 

学識経験委員 

中立委員 

住   所 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

生 年 月 日 昭和○○年○月○日 年 齢 ○歳 性 別 男 

電 話 番 号 ○○○－○○○○－○○○○ 職  業 ○○○ 

 

 

 

 

 

 

経   歴 

（ 年 月 日） 

 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

 

平成○年○月○日 

 

（職歴や役職名、水産業関係の受賞歴等） 

①これまでの職歴や役職名 

○○協会理事長に就任。 

○○協会理事長を退職。 

○○海区漁業調整委員会委員に就任。 

○○海区漁業調整委員会会長代理に就任。 

 

②水産業に関する調査や活動実績について 

○○に関する研究に取り組み、○○地区の水産

業を普及に努めた。その取組が評価され、○○

を受賞した。 

本県における○○漁業と○○漁業の調整問題

に携わり、漁業調整に取り組んできた。 

水産業（資源管理又は漁業経営）

に関する経験年数 

○○年 

健康状態 良 ・ 不良 主な病気等  

 

 

応 募 理 由 

 

 

長きにわたり水産行政に従事した経験から、○○の研究や○○研究に取り組み、

普及に努めるとともに、○○漁業と○○漁業の調整問題を解決に関し、数多くの

幅広い知識を有しております。その幅広い知識や経験を生かし、本県水産業に貢

献したいことから応募いたします。 

 

 

記載例 
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確認事項 

１．宮城海区漁業調整委員会委員選任要綱に規定する資格を有しており、本申込書に記入した内容は、 

事実に相違ありません。 

２．申込書の記載事項について、必要に応じて県が関係機関に照会し、調査することに同意します。 

３．申込書の記載事項について、漁業法等の規定に基づき、住所、生年月日、電話番号、健康状態を 

除いて、公表の対象となることに同意します。 

４．反社会的勢力との関わりはありません。 

 


